
L
・
引
H

し
、
川
端
従
を
誘
う
て
己
に
同
心
せ
し
め
た
。
是
を
以
て

長
夜
夜
間
悶
以
下
は
、
政
親
と
連
衡
し
て
般
の
純
一
芯
一
寺

城
な
陥
れ
、
後
小
限
山
・
龍
師
陣
寺
・白
山
拝
殿
町
ず
に
於

い
て
も
交
容
が
あ
っ
た
。
こ
の
政
親

・
幸
千
代
の
内

剖
に
閲
す
る
白
山
宮
班
厳
都
市
記
録
の
記
事
は
、
行

文
鰍
め
て
泣
阪
で
あ
る
か
ら
、
古
来
そ
の
併
仰
や
一
朝
刊

る
も
が
の
多
い
。
悲
如
上
人
御
法
諮
の
侍
へ
る
所
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
本
願
寺
振
の
門
従
は
政
親
の
奥
煎

で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
後
の
幸
千
代
の
動
抑
に
則
聞
し

て
は
甚
だ
明
瞭
で
な
い
が
、
彼
は
京
師
に
上
っ
て
幕

府
に
叩出
動
し
、
加
賀
牢
凶
柿
領
の
同
的
を
建
せ
ん
と

し
た
か
に
思
は
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
親
長
記
文
明
八

年
九
且
十
四
日
γ

の
僚
に
、
親
長
が
富
樫
幸
附
の
許
を

訪
う
た
と
こ
ろ
、
近
日
加
賀
牢
凶
奔
領
の
一
叫
あ
る
を

側
聞
し
た
と
あ
っ
て
、
こ
の
幸
帆
は
幸
千
代
の
一
宇

を
川
崎
し
た
の
だ
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
此

の
こ
と
は
逢
に
風
間
に
止
り
、
政
親
が
辿
り
に
物
を

池
献
し
て
将
軍
に
近
接
し
た
こ
と
は
親
元
日
記
に
記

さ
れ
て
ゐ
る
。

ト
ガ
シ
シ
ョ
ウ

富
樫
庄

石
川
郡
に
在
っ
た
。

東
寺
文
部
臨
永
二
十
年
厳
人
間
山
際
に
加
賀
附
信
機
庄

が
見
え
る
。
明
郎
以
後
の
石
川
郁
話
相
寺
文
暫
に
、

引
に
本
庄
と
記
さ
れ
る
も
の
も
宮
様
庄
の
訟
で
あ
る

と
い
ふ
。

ト
ガ
シ
シ
ョ
ウ

富
樫
庄

石
川
郡
に
在
っ
て
、

務
政
同
代
で
は
米
山
市
・耐
泉
・泉
・
申市野
-
M

荒
野
新
ハ
天

保
巾
か
ら
地
資
制
mu
・
来
野
出
・
泉
野
十
一
屋
・
長
坂

新
・械
川
・久
安
・
有
松
・悶
光
寺
・寺
地
・経
・
法
島
・
伏

見
新
・
山
科
・
平
栗
・別
所
・
叩
山
花
・
野

m・大
桑
・
三
小

牛
・
山
川
・
馬
諮
・
高
尾
・大
間
・額
新
保
・
額
谷
・
閉
山乙

丸
・矢
作
1
国
際
新
保
・小
限
・附
叫
ん
市
・三
十
苅
・
上
新

庄
・下
新
庄
・坂
尻
・
四
十
嵐
・白
谷
・
後
谷
・
坪
野
・消

瀬
・品川夕
刊拙
・中
戸
・
天
地
・按
見
・大
平
探
・小
平
樗
・凶

ト
ガ
シ
タ
カ
イ
へ

富
樫
高
家
家
明
の
子
。
述

武
二
年
足
利
鎌
氏
の
北
保
時
行
や
-
願
巡
し
て
鰍

'mに

入
る
や
、
話
一
に
反
志
を
銘
し
て
京
師
に
悶
ら
ず
、
慨

に
し
て
諸
凶
之
に
郎
ず
る
者
多
か
っ
た
が
、
加
賀
の

お
樫
商
家
も
亦
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
延
元
元
年
後

位
制
天
内
需
倉
氏
の
鎚
に
花
山
院
に
幽
せ
ら
れ
給
ひ
、

見
・堂
・川
市
川
茄
保
・住
吉
の
五
十
一
ニ
今
村
を
含
ん
で
ゐ

た
。
金
揮
の
城
下
に
入
っ
た
有
松
削
・泉
新
町
・
泉
町
・

野
町
・典
力
川
・
泊
間
川
・林
町
・
地
抗
間
一
川
・巾
抗
野
寺

町
・十
一

屋
町
・
野
川
寺
町
等
は
皆
も
と
ロ
懐
庄
の
一

部
で
あ
っ
た
。

ト
ガ
シ
ジ
ヨ
ウ

富
樫
城

山
口
川
仰
野
土
間
に
あ

っ
た
宮
穫
氏
の
開
館
で
、
~
日
根
仰
と
も
い
ふ
。
源
平

服
装
記
務
永
二
年
に

『
抗
且
二
日
加
白
凶
へ
乱
入
以
一

に
、
源
氏
の
軍
兵
安
宅
の
波
に
域
郭
青
柿
」
と
い
へ

ど
も
、
彼
青
・
も
攻
wm
川T
ぬ
。
林
・
山
市
附
慣
が
二
簡
所
の

械
を
訂
消
し
ぬ
れ
ば
、
北
附
は
今
は
手
の
内
と
可
彼

思
召
云
々
0
』
平
家
物
的
に
、
『
平
家
や
が
て
加
白
凶

へ
訂
越
同
様
・林
が
城
郭
一
一
令
所
鋭
部
ふ
。
』
諮
問
附
記

に

『
排
院
は
邸
機
が
似
の
や
う
荷
見
て

8
・り
伎
は
ん

と
云
々
。
』恥
安
ご
年
十
二
月
得
凶
加
ね
介
幻
尽
の
御

忠
放
に
、
『
北
凶
お
御
退
治
御
下
向
之
蹴
守
桃
引
巾
務

少
輔
凶
徒
加
州
出
・附
野
跡
取
、
依
M

A

M

按
械
J

川叩川雌

位。
』
な
ど
L
あ
ろ

o
i
ノ
ノ
イ
チ
カ
ソ
セ
ャ
野
々

市
船
越
。

ト
ガ
シ
シ
ン
ボ

富
樫
新
保
有
川
市
山
幌
庄
に

関
す
る
部
世
間
。

ト
ガ
シ
ス
ワ
ジ
一ン
ジ
ヤ

富
樫
誠
訪
紳
社
石
川

郡
野
々
市
に
在
っ
た
。
式
内
等
訟
枇
杷
に
、『
白
様
諏

紡
耐
枇
。
僚
機
郷
布
市
相
即
座

om-~川
町
概
惣
耐
一
也
。

川
一
地
目
z
諏
訪
森
諏
訪
野
↓
~
自
社
也
。
』
と
あ
る
。
父

町
模
郷
住
苦
跡
祉
と
も

2
4
た
が
、
大
市
=
一
年
改
め

て
布
市
耐
祉
と
抑
制
し
た
。

五
八

三
位
陣
刑
部
大
削
川
知
繁
が
之
に
従
う
て
ゐ
た
。
知
繁
乃

一
四
郎
用
家
之
に
代
っ
て
高
松
抽
出
に
懸
合
ひ
、
帝
時
の

ち
勾
白
内
侍
に
よ
っ
て
天
虫
に
巾
し
て
い
ふ
O

今
や

一
後
塗
に
敗
れ
て
那
谷
城
に
入
っ
た
と
す
る
が
、
地
理

新
川
弱
点
間
帯
越
前
金
ヶ
崎
械
や
一悶
守
し
、
政
附
の
敵

一
に
於
い
て
械
製
で
あ
る
。
こ
の
後
の
商
家
の
行
動
に

軍
岡
地
利
そ
失
う
た
。
是
そ
り
て
加
賀
に
在
つ
て
は
、

一
就
い
て
は
詩
型
に
記
す
所
が
な
い
。
文
阿
波
凶
坪
内

観
・
白
山
の
衆
徒
迩
か
に
狩
慨
に
邸
じ
、
向
に
宮
桜

一
文
部
に
、斗
一川
同
家
が
御
山
町
二
年
半
卯
正
月
に
践
死
し
た

両
家
の
協
守
す
ろ
那
谷
城
島
。陥
れ
、
久
し
か
ら
ず
し

一
と
見
え
る
が
、
そ
の
制
的
世
相
昨
ぬ
。

て
夜
明
恥
を
金
ャ
附
に
仰
す
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

一

ト
ガ
シ
タ
ネ
ハ
ル

富
樫
稿
春

l
j
ガ
シ
ヤ
ス

先
に
制
約
巡
幸
の
際
供
零
し
て
京
に
入
っ
た
摘
も
、

一
ト
シ

日
機
器
俊
。

亦
こ
の
風
間
企
州
市
て
欣
町村
に
地
へ
ず
、
将
に
各
そ
の

一

ト
ガ
シ
主
主
ヤ
ス

富
樫
稿
泰
抑
明
日
の
中
骨
子
で
、

同
に
邸
っ
て
お
兵
常
務
げ
ん
と
し
つ
L
あ
り
、
天
下

一
加
賀
介
と
揺
し
た
。
明
郎
二
年
将
躍
足
利
義
組
が
、

の
形
勢
一
略
す
る
心
と
近
き
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

一
細
川
氏
の
お
に
幽
せ
ら
れ
た
の
そ
脱
し
て
越
巾
に
下

さ
れ
ば
闘
は
〈
は
天
弘
窃
か
に
大
和
に
起
陸
L
給

一
っ
た
時
、
組
制
世
が
之
そ
援
助
し
た
こ
と
は
、
大
来
院

ひ
、
給
回
目
を
諸
問
に
下
し
て
義
兵
の
恋
起
色
町
似
し
、

一
寺
社
純
事
記
に
、
『
八
且
イ

一
日
一
一
品
矢
辻
子
此
問
自
北

以
て
時制
点
の
忠
志
そ
附
け
、
川町巡
の
快
復
合
計
り
給

一
一
凶
他
廊
。
作
況
御
所
は
越
巾
に
御
座
。
七
且
一
日
に

へ
と
。
天
日
中
塗
に
淑
服
や
決

L
、
十
二
用
什

一
日
夜

一
江
州
に
御
下
向
、
自
引
越
中
御
下
向
也
。
以
後
能
肴

に
采
じ
て
む
名
生
の
行
宮
に
逝
れ
給
う
た
と
い
ふ
の

一
凶
守
純
h
E
巾
、
加
賀
凶
司
雲
市
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
し
か
し
白
山
衆
従
が
那
谷
城
を
占
領
し
た

一
知
ら
れ
る
。
加
賀
凶
詞
は
庖
壌
の
こ
と
で
あ
る
。
砲

と
の
説
は
、
'U
際
そ
の
附
引
が
あ
っ
た
の
か
、
或
は
知

一
恐
が
亡
命
の
義
殖
に
持
し
た
の
は
、
是
よ
り
先
制
川

緊
が
天
唱
世
鼓
併
し
車
中
る
が
伐
に
作
特
訓
し
た
の
か
、

一
政
元
が
足
利
義
援
そ
擁
立
し
た
際
、
赤
松
政
則
の
功

全
〈
明
ら
か
で
な
い
。
悲
元
二
年
三
月
金
1
附
陥
つ

一
党
鈍
し
て
、
そ
の
抑
制
鏑
加
到
牢
州
を
安
椛
せ
し
め
ん

て
、
読
点
は
柏
山
城
に
山
闘
っ
た
が
、
部臨
兵
再
び
来
り

一
こ
と
を
約
し
た
か
ら
、
組
携
は
義
組
に
溜
っ
て
之
を

集
っ
て
、
三
年
ハ
川
門
限
元
〉
に
入
り
軍
容
大
に
餓
と
な

一
確
保
し
よ
う
と
謀
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
幸
に
政

旬
、
上
洛
の
矧
仲
村
に
廷
か
ら
ん
と
し
た
。
妹
に
越
後

一
川
は
そ
の
僻
令
を
得
て
自
ら
快
と

L
、
椛
{
裂
を
強
り

は
元
弘
以
降
誕
点
勅
恩
の
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
人

一
進
物
を
献
っ
た
に
止
力
、
こ
の
一
俊
附
を
岡
持
せ
ん

大
到
川
知
正
少
粥
は
義
貞
の
憶
に
A
H
せ
ん
と
欲

L
、

一
と
努
力
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
双
年
四
周
波

L

七
月
三
日
附
府
世
渡
し
て
鎚
中
に
入
っ
た
o
越
中
の

一
た
る
そ
以
て
、
本
願
寺
門
徒
に
よ
っ
て
保
謎
せ
ら
れ

守
秘
暫
門
利
市
之
校
削
止
す
る
能
は
ず
、
退
い
て
松

一
た
諮
壌
は
、
兎
に
角
そ
の
地
位
を
失
は
ざ
る
こ
と
を

汽
城
資
保
っ
た
が
、
大
井

mは
放
へ
て
之
を
過
は
ず

一
得
た
o

U
子
級
ご
年
本
願
寺
の
家
宰
下
問
級
秀
加
賀
に

直
に
進
ん
で
加
到
に
入
っ
た
。
凶
っ
て
お
僻
商
家
は

一
来
h
，、
凶
中
の
宿
老
と
不
利
を
生
じ
て
樹
賊
ひ
、
四

五
百
依
騎
そ
殺
し
て
、
安
宅
・
篠
原
に
越
後
輩
を
地

一
年
大
に
之
に
勝
っ
た
。
是
に
於
い
て
殖
器
及
び
そ
の

躍
し
た
が
、
栄
W

時
間
よ
り
敵
せ
ず
、
兵
二
百
併
脚
色
宵
失

一
子
務
俊
響
、
宿
老
と
白
紙
あ
る
者
皆
越
前
に
走
り
、

号
て
那
翁
械
に
退
い
た
。
金
勝
院
本
太
平
田
町
に
は
、

一
金
津
械
前
都
江
大
炊
介
R
N
泌
に
寄
っ
た
が
、
そ
の
後

此
の
時
商
家
は
在
京
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
族
額
資
限

一
箆
泰
は
天
文
四
年
五
月
二
日
夜

L
、
次
子
附
貞
加
賀


